
令和５年度第１回倉吉市地域公共交通会議

次第

日時 令和５年７月20日（木）15時～16時
場所 倉吉市役所本庁舎３階大会議室

１ 開会

２ 挨拶

３ 議事
交通空白地有償運送に係る更新登録の申請について

４ 報告
（１）北谷線のダイヤ改正（案）について
（２）ノーマイカー運動「100 金バス」の実施について
（３）倉吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上計画の策定について

５ その他

６ 閉会

＝配布資料＝
□資料１ 令和５年度第１回倉吉市地域公共交通会議 出席者名簿
□資料２ 交通空白地有償運送に係る更新登録の申請について
□資料３ 協議が調ったことを証する書類（案）
□資料４ 北谷線のダイヤ改正（案）について
□資料５ ノーマイカー運動「100金バス」の実施について
□資料６ 倉吉市周遊滞在型観光地モビリティ向上計画（概要）
□資料７ 倉吉市地域公共交通会議設置要綱



（順不同・敬称略）

役職 氏名 所属名 職名 備考

会長 河村 壮一郎 鳥取看護大学 教授 学識経験者

副会長 美舩 誠 倉吉市 総務部長  市長又はその指名する者

三浦 和也 日本交通株式会社倉吉営業所 係長
一般乗合旅客自動車運送事
業者

徳丸 淳史 日ノ丸自動車株式会社倉吉営業所 所長 
一般乗合旅客自動車運送事
業者

（欠席） 橋本 孝之 一般社団法人 鳥取県バス協会 専務理事 
一般旅客自動車運送事業者
の組織する団体

佐々木 幹宗
一般社団法人 鳥取県ハイヤー
タクシー協会

中部支部長
一般旅客自動車運送事業者
の組織する団体

原口 真二
私鉄中国地方労働組合 
日ノ丸自動車支部倉吉分会

委員長 
一般旅客自動車運送事業者
運転者が組織する団体

福田 義克 倉吉市自治公民館連合会 常任委員 市民又は利用者の代表

柴田 耕志 倉吉商工会議所 事務局長 市民又は利用者の代表

（欠席） 中林 正樹 倉吉市老人クラブ連合会 副会長  市民又は利用者の代表

田中 容子 高齢社会をよくする会くらよし 理事 市民又は利用者の代表

河野 和人 倉吉市身体障害者福祉協会 副会長 市民又は利用者の代表

向井 結
倉吉市女性人材登録
（株式会社YUIdesign）

市民又は利用者の代表

（欠席） 衣笠 優子 中部地区高等学校PTA連絡協議会 副会長 市民又は利用者の代表

大林 正明
国土交通省中国運輸局
鳥取運輸支局

首席運輸企画専門官 地方運輸局

宅野 仁志
国土交通省中国地方整備局
倉吉河川国道事務所

調査設計課長  道路管理者

（欠席） 米田 憲司 鳥取県中部総合事務所県土整備局 計画調査課長  道路管理者

石田 健治 倉吉警察署 交通課長  警察

尾﨑 潤二 特定非営利活動法人たかしろ 理事長  交通空白地有償運送事業者

【任期】～R6.3.31

事務局 氏名 所属名 職名  

事務局長 仲倉 慎治 倉吉市総務部企画課 課長

鳥飼 真輔 倉吉市総務部企画課 課長補佐兼企画係長

湊 恵利加 倉吉市総務部企画課 企画係主任

令和５年度第１回倉吉市地域公共交通会議 出席者名簿

［資料１］
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様式第１－２号

令和５年７月 日

中国運輸局 鳥取運輸支局長 殿

名 称 特定非営利活動法人たかしろ

住 所 鳥取県倉吉市上福田４８０番地

代表者の氏名 理事長 尾崎 潤二

自家用有償旅客運送の更新登録の申請

このたび、自家用有償旅客運送の有効期間の更新を行いたいので、道路運送法第７９条

の６及び同法施行規則第５１条の１０の規定に基づき、下記のとおり申請します。

記

１. 名称、住所、代表者の氏名
（名 称）特定非営利活動法人たかしろ

（住 所）鳥取県倉吉市上福田４８０番地

（代表者の氏名）理事長 尾崎 潤二

２. 登録番号
中鳥過第２号

３. 自家用有償旅客運送の種別
交通空白地有償運送

４. 路線又は運送の区域
(1) 路 線

自動運行旅客運送（特定自動運行旅客運送を除く。）又は特定自動運行旅客運送を行う路線について

は、備考欄にそれぞれ明記すること

起 点 主たる経過地 終 点 キ ロ 程 備考

１

２

３

４

５

［資料２］

2



(2) 運送の区域

自動運行旅客運送（特定自動運行旅客運送を除く。）又は特定自動運行旅客運送を行う運送の区域に

ついては、備考欄にそれぞれ明記すること

５. 事務所の名称及び位置

６. 事務所ごとに配置する自家用有償旅客運送自動車の数及びその種類ごとの数

軽自動車については、（ ）内に内数で記載すること

自動運行旅客運送（特定自動運行旅客運送を除く。）又は特定自動運行旅客運送の用に供する自動車

については、それぞれ「自動運行」欄又は「特定自動運行」欄内に内数で記載すること

事業用自動車については、※欄に記載すること

７. 運送しようとする旅客の範囲

８．路線又は運送の区域ごとの対価の額

（必要に応じ関係資料を添付のこと）

区 域 備 考

倉吉市高城地区

事務所の名称 位 置

特定非営利活動法人

たかしろ事務所

鳥取県倉吉市上福田４８０番地

事務所の

名称

保有

区分
バ ス

普通自動車

（軽）
合 計

特定非営利

活動法人

たかしろ

事務所

保有

２

（１）

２

（１）

自動運行 特定自動運行 自動運行 特定自動運行

持込

※

（ ）

※

（ ）

※

自動運行 特定自動運行 自動運行 特定自動運行

合計
２

（１）

２

（１）

地域住民
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９．（事業者協力型自家用有償旅客運送の場合）協力事業者の氏名又は名称及び住所

１０．添付書類

（１）定款又は寄付行為、登記事項証明書、役員名簿

（２）路線図

（３）法第７９条の４第１～４号に該当しない旨を証する書類

（４）地域公共交通会議等において協議が調ったことを証する書類

（５）自家用有償旅客運送自動車についての使用権原を証する書類

（６）運転者が必要な要件を備えていることを証する書類

（７）運行管理の責任者及び運行管理の体制を記載した書類

（８）整備管理の責任者及び整備管理の体制を記載した書類

（９）事故発生時の対応に係る責任者及び連絡体制を記載した書類

（10）自家用有償旅客運送自動車の運行により生じた旅客その他の生命、身体又は財産の損害を賠

償するための措置を講じていることを証する書類

（11）登録証

（12）（自動運行旅客運送を行おうとする場合）当該自動運行旅客運送の用に供する自家用有償旅

客運送自動車の自動運行装置に係る使用条件が記載された書類

（13）（特定自動運行旅客運送を行おうとする場合）当該特定自動運行旅客運送に係る道路交通法

第７５条の１２第１項の許可の見込みに関する書類

4



路線又は運送の区域ごとの対価の額

（旅客から収受する対価を記載した書面）

団体の名称 特定非営利活動法人 たかしろ

区間：自宅～最寄のバス停留所のみ

料金：（1）昭和、勝負谷、今在家、旭原、河来見、上大立、立見、椋波、般若

２００円（片道）

（2）桜、大立、福積、服部、上米積、岡、下福田、上福田

１００円（片道）
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高城地区における公共交通空白地有償運送について（概要版）

１ 背 景

高城地区では、平成１３年のバス需給規制の廃止に伴い、地区と市街地とを結ぶ代替バス路線が減便

されるのではないか、との危機感からバス対策委員会を設置し、バスの利用促進を図り路線維持を図る

取り組みを進めてきた。

この中で、地理的にバスを利用したくても利用することができない集落の対策が問題となった。高城

地区は、地形的に集落の多くが谷筋に沿って点在しており、路線バスの走らない枝谷地区が９集落存在

している。これら集落の高齢者等は、通勤や買い物などにバスを利用するためには、最寄のバス停まで

２～３ｋｍも歩かなければならず、日常生活に極めて不便を強いられていた。

そこで、これらの集落の高齢者、障害者等の自宅とバス停の移動を容易にし、家庭に閉じこもりがち

になりやすい高齢者、障害者等の主体的で生き生きとした生活を支援するため、本事業に取り組むこと

とした。

２ 運送に係るこれまでの経過

○平成１６年８月１日 自家用自動車による有償運送が許可、有償運送開始

○平成１８年７月２０日 運送継続のための更新登録申請(７月２８日許可)
○平成２０年７月１０日 運送継続のための更新登録申請(７月１５日許可)
○平成２３年７月２２日 運送継続のための更新登録申請(７月２９日許可)
○平成２６年７月１６日 運送継続のための更新登録申請(７月３１日許可)
○平成２７年１０月１日 高城線減便により運行便数が５便から１便に減少

○平成２９年７月１０日 運送継続のための更新登録申請(７月２８日許可)
○令和 ２年７月 ６日 運送継続のための更新登録申請(７月２７日許可)
※運行継続申請のため、令和２年６月１９日～７月３日の地域公共交通会議（書面開催）で運行継続を合意

３ 事業概要

（１）事業主体 特定非営利活動法人 たかしろ

（２）運送対象 あらかじめ登録した会員。会員は自宅から路線バスの停留所まで相当の距離があり、

公共交通機関の利用が困難な移動制約者

（３）運送区域 倉吉市高城地区内

（４）運 転 者 会員のボランティア運転手（令和５年７月現在１５名）

（５）使用車両 法人所有の車両（現在２台）

（６）損害賠償 対人賠償：無制限、対物賠償：５００万円、搭乗者賠償：無制限

（７）運送対価 １００円（２ｋｍ未満：８集落）、２００円（２ｋｍ以上：９集落）

（８）運送回数 月・水・金の昼間、路線バスの下り１便に対応し、降車した会員を自宅まで運送して

いる。（月曜日の朝のみ、希望に応じ自宅からバス停まで運送あり）

（９）実 績 等 平成２７年１０月１日からの減便後、一定の利用者数を維持していたが、平成２９年

度から減少幅がやや大きくなり、令和２年度以降はコロナの影響等で大幅に減少した。

【年間利用者数】

（概要図：高城線と公共交通空白地有償運送）

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

452 名 311 名 290 名 225 名 179 名 130 名 63 人 102 人 78 人

高城地区 倉吉駅

集落（自宅）

高城線（日ノ丸）

交通空白地有償運送

上米積バス停

上福田（高城公民館前）

集落（自宅）

集落（自宅）

西倉吉
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様式第１－５号

令和５年７月 日

中国運輸局 鳥取運輸支局長 殿

地域公共交通会議等において協議が調ったことを証する書類（案）

申請のあった自家用有償旅客運送については、下記のとおり地域公共交通会議等におい

て、一般旅客自動車運送事業者によることが困難であり、かつ、地域住民等の旅客輸送を

確保するために必要であるとの協議が調ったので、その旨証明します。

記

１．自家用有償旅客運送の種別

交通空白地有償運送

２．地域公共交通会議等の名称及び対象市町村

（名 称）倉吉市地域公共交通会議

（対象市町村）倉吉市

３．地域公共交通会議等にて協議が調った年月日

令和５年７月２０日

４．運送主体の名称、住所、代表者の氏名

（名 称）特定非営利活動法人たかし

（住 所）鳥取県倉吉市上福田４８０番地

（代表者の氏名）理事長 尾崎 潤二

５．調った協議の内容

（１）路線又は運送の区域 倉吉市高城地域

（２）旅客から収受する対価（対価の内容を添付すること）

（３）運送しようとする旅客の範囲 地域住民

６．その他特記事項

なし

令和５年７月 日

倉吉市地域公共交通協議会 会長 河村 壮一郎 ○印

［資料３］
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高校生の通学利便性を図るため改正（案）

北谷線
（平日、上り）

現行ダイヤ
R5.10.1
ダイヤ改正

中 野 上 6:36 7:01
長 谷 入 口 6:37 7:02
忰 谷 入 口 6:38 7:03
杉 野 6:39 7:04
沢 谷 6:40 7:05
保 育 園 前 6:40 7:05
福 富 6:41 7:06
福 富 入 口 6:41 7:06
福 本 6:42 7:07
三 江 西 口 6:43 7:08
三 江 6:44 7:09
才 ケ 崎 6:46 7:11
横 田 6:47 7:12
横 田 入 口 6:47 7:12
J A 久 米 支 所 前 6:48 7:13
福 光 （ 社 ） 6:49 7:14
福 光 中 央 6:50 7:15
福 光 北 口 6:50 7:15
国 分 寺 6:51 7:16
歴 史 公 園 前 6:51 7:16
国 府 西 口 6:52 7:17
国 府 6:53 7:18
工 業 団 地 入 口 6:54 7:19
西 福 守 町 6:55 7:20
西 倉 吉 6:57 7:22
岡 田 6:58 7:23
河 原 町 6:59 7:24
広 瀬 町 7:00 7:25
福 吉 町 7:01 7:26
新 町 7:02 7:27
赤 瓦 ･ 白 壁 土 蔵 7:03 7:28
堺 町 7:05 7:30
宮 川 町 7:06 7:31倉吉パークスクエア北

口 7:07 7:32
厚 生 病 院 前 7:08 7:33
総 合 事 務 所 前 7:10 7:35
八 ツ 屋 7:11 7:36
伊 木 7:12 7:37
山根パ－プルタウン前 7:13 7:38
上 井 町 一 丁 目 西 7:14 7:39
倉 吉 駅 7:15 7:40

［資料４］
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1
1
月

に
１
期

と
２

期
に

分
け

て
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
（
赤

ル
ー

ト
・
青

ル
ー

ト
・
白

壁
ぐ

る
っ

と
号

・
観

光
モ

デ
ル

コ
ー

ス
）
及

び
周

遊
バ

ス
（打

吹
ル

ー
プ

バ
ス

）
の

実
証

実
験

を
行

い
ま

し
た

。

実
証

実
験

の
結

果
概

要

〇
曜

日
別

の
利

用
者

数
で

は
、
土

日
祝

日
の

利
用

者
は

平
日

の
２

倍
以

上
と

な
っ

て
ま

す
。
グ

リ
ス

ロ
は

土
日

祝
は

ほ
ぼ

満
車

、

ル
ー

プ
バ

ス
は

平
日

に
比

べ
て

多
い

も
の

の
、
最

も
多

い
時

で
7

名
程

度
で

す
。

＜
１
期

＞
 １

便
あ

た
り

の
利

用
者

数

▲
ル

ー
プ

バ
ス

１
便

あ
た

りの
利

用
者

数
▲

グ
リス

ロ１
便

あ
た

りの
利

用
者

数

う
つ
ぶ
き
ル
ー
プ
バ
ス

利
用
者
数
 
計

1,
42

0人
（
土
日
祝
 

96
1人
）

グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ

利
用
者
数
 
計

2,
23

8人
（
土
日
祝
 
赤
ル
ー
ト

60
9人
 

 
 
 
 
 
青
ル
ー
ト

59
5人
）

＜
２

期
＞

 １
便

あ
た

り
の

利
用

者
数

〇
第

２
期

は
計

6
3

2
名

が
利

用
し

１
便

当
た

り
の

利
用

者
数

は
3

.5
～

4
.4

名
/
便

で
す

。

▲
グ

リー
ン

ス
ロー

モ
ビリ

テ
ィ

▲
打

吹
ル

ー
プ

バ
ス

2.
7

1.
9

2.
4

2.
8

2.
6

5.
6

5.
8

4.
2

3.
1

1.
9

2.
3

3.
3

3.
1

5.
4

5.
2

6.
1

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

7.
0

月
火

水
木

金
土

日
祝

(月
)

１ 便 あ た り の 利 用 者 数 （ 人/ 便 ）

グ
リ
ス
ロ
赤
ル
ー
ト

グ
リ
ス
ロ
青
ル
ー
ト

1.
6

0.
9

1.
6

1.
3

1.
8

4.
3

6.
8

4.
4

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

5.
0

6.
0

7.
0

8.
0

9.
0

10
.0

月
火

水
木

金
土

日
祝

(月
)

１ 便 あ た り の 利 用 者 数 （ 人/ 便 ）

ル
ー
プ
バ
ス

倉
吉

市
周

遊
滞

在
型

観
光

地
モ

ビ
リ

テ
ィ

向
上

計
画

計
画

策
定

の
目

的

倉
吉
ら
し
い
周
遊
滞
在
型

観
光
ま
ち
づ
く
り

観
光
客
の
利
便
性
向
上

×
暮
ら
し
良
さ
の
向
上

=

・県
立

美
術

館
～

赤
瓦

・白
壁

土
蔵

群
エ

リ
ア

～
円

形
劇

場
・
小

川
氏

庭
園

周
辺

範
囲

を
『周

遊
滞

在
エ

リ
ア

』 
と

位
置

付
け

、
令

和
７

年
春

の
県

立
美

術
館

の
開

館
の

動

き
に

合
わ

せ
て

、
倉

吉
ら

し
い

周
遊

遊
滞

在
型

観
光

ま

ち
づ

く
り

を
推

進
し

ま
す

。

計
画

策
定

の
経

緯

・本
計

画
は

令
和

３
年

に
W

E
B

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
や

地
域

試
乗

会
等

を
開

催
し

、
そ

れ
ら

の
結

果
を

踏
ま

え
て

素
案

を
作

成
し

ま
し

た
。

・令
和

４
年

度
に

は
計

画
に

基
づ

き
実

証
実

験
を

実
施

し
ま

し

た
。
本

計
画

は
、
そ

の
実

証
実

験
の

結
果

を
踏

ま
え

て
素

案
を

成
案

化
し

た
も

の
で

す
。

令
和
３
年
　
W
E
B
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
地
域
試
乗
会
等
を
実
施

令
和
４
年
３
月
　
倉
吉
市
周
遊
滞
在
型
観
光
地

モ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
計
画
素
案
の
作
成

令
和
４
年
１
０
～
１
１
月
　
実
証
実
験
の
実
施

令
和
５
年
３
月
　
倉
吉
市
周
遊
滞
在
型
観
光
地

モ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
計
画
の
策
定

対
象

地
域

・以
下

の
エ

リ
ア

を
本

計
画

の
対

象
エ

リ
ア

と
し

ま
す

。

周
遊

滞
在

エ
リア

30
0m

　

打
吹

玉
川

伝
統

的
建

造
物

群
保

存
地

区
 　

鳥
取

県
立

美
術

館
 　

円
形

劇
場

 く
ら

よ
し

フィ
ギ

ュア
ミュ

ー
ジ

ア
ム

 　 国
登

録
記

念
物

・県
指

定
名

勝
小

川
氏

庭
園

国
史

跡
大

御
堂

廃
寺

跡
　

は
じ

め
に

２
１

［
資
料
６
］
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3
　

地
域

関
係

者
の

連
携

に
よ

り
、持

続
性

を
備

え
、親

し
ま

れ
る

周
遊

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

つ
く

る
　
【地

域
連

携
強

化
】

　
①

事
業

ス
キ

ー
ム

の
検

討
・
調

整

　
①

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
詳

細
設

定

　
②

事
業

ス
キ

ー
ム

の
検

討
・
調

整

▲
実

証
実

験
で

の
地

域
向

け
運

行
の

様
子

3
.1

)
 新

た
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

運
行

体
制

・事
業

ス
キ

ー
ム

づ
く

り

3
.2

） 
新

た
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

地
域

住
民

外
出

支
援

ツ
ー

ル
と

し
て

の
　

　
　

　
活

用
検

討

周
遊
滞
在
エ
リ
ア

形
成
の
た
め
の

課
題
解
決
の
方
向
性

モ
ビ

リ
テ

ィ
向

上
の

方
向

性
と

具
体

策

2
　

観
光

客
が

利
用

し
た

く
な

る
周

遊
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
つ

く
る

　
【
魅

力
づ

く
り

】

2
.2

)
 利

用
環

境
・
情

報
提

供
の

充
実

2
.1

)
 観

光
モ

デ
ル

コ
ー

ス
作

成

　
①

観
光

案
内

マ
ッ

プ
の

作
成

　
②

観
光

モ
デ

ル
コ

ー
ス

 （
グ

リ
ス

ロ
観

光
ツ

ア
ー

）
の

開
発

　
③

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
駐

停
車

ス
ペ

ー
ス

の
確

保

　
④

路
上

の
案

内
表

示
等

の
整

備

　
①

モ
ビ

リ
テ

ィ
マ

ッ
プ

の
作

成

　
②

乗
降

場
所

の
案

内
表

示

　
③

ル
ー

ト
・
ダ

イ
ヤ

の
案

内
表

示

　
④

デ
ジ

タ
ル

サ
イ

ネ
ー

ジ
の

設
置

　
⑤

W
E

B
に

よ
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
案

内
の

充
実

2
.3

)
 付

加
価

値
の

付
与

　
①

観
光

に
特

化
し

た
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

運
用

　 　
②

モ
ビ

リ
テ

ィ
と

観
光

が
一

体
に

な
っ

た
観

光
商

品
の

開
発

・
導

入
 

　
③

全
モ

ビ
リ

テ
ィ

共
通

利
用

券
等

の
開

発

＜
具

体
的

な
取

り
組

み
内

容
＞

①
-1

 ガ
イ

ド
付

き
グ

リ
ス

ロ
観

光
ツ

ア
ー

開
発

①
-2

 観
光

ガ
イ

ド
の

確
保

・育
成

①
-3

 自
動

音
声

ガ
イ

ド
等

の
設

置

▲
観

光
M

aa
Sの

取
組

事
例

（
ta

bi
w

a 
by

 W
ES

TE
R）

◀
実

証
実

験
で

の
観

光
　モ

デ
ル

コー
ス

の
様

子

2
.4

)
 ネ

ー
ミ

ン
グ

や
車

両
ラ

ッ
ピ

ン
グ

の
工

夫

　
①

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

ネ
ー

ミ
ン

グ
・

　
　

 車
両

ラ
ッ

ピ
ン

グ

▲
地

域
特

産
の

瀬
戸

内
レ

モ
ン

の
カラ

ー
を

施
した

車
両

（
尾

道
市

の
例

）
▲

地
元

、学
生

も
参

画
す

る
審

査
会

に
よ

り決
定

した
モビ

リテ
ィの

愛
称

（
大

田
市

の
例

）

１
　

周
遊

滞
在

エ
リ

ア
全

体
で

の
観

光
周

遊
を

支
援

す
る

移
動

環
境

を
つ

く
る

　
【交

通
体

系
づ

く
り

】
　

1
.4

)
 グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

導
入

　
①

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
詳

細
設

定

　
②

車
両

購
入

・
車

庫
等

の
整

備

　
③

乗
降

場
所

整
備

・
ル

ー
ト

明
示

　
④

運
行

ル
ー

ト
の

除
雪

計
画

の
策

定
・実

施

【
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
導

入
の

方
向

性
】

・
休

日
は

観
光

客
・
地

域
住

民
向

け
の

定
時

定
路

線
運

行
と

す
る

。
➡

平
日

は
観

光
客

向
け

に
ガ

イ
ド

付
き

観
光

ツ
ア

ー
や

地
域

住
民

向
け

の
お

で
か

け
ツ

ア
ー

な
ど

を
中

心
と

し
た

予
約

制
運

行
と

す
る

。

1
.3

)
 ル

ー
プ

バ
ス

の
導

入
検

討

　
①

ル
ー

プ
バ

ス
の

導
入

検
討

1
.5

)
 パ

ー
ソ

ナ
ル

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

拡
充

　
①

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
の

拡
充

　
②

バ
イ

ク
・
自

転
車

の
駐

輪
場

の
拡

充

　
③

自
転

車
周

遊
モ

デ
ル

コ
ー

ス
の

作
成

　
④

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
研

究

1
.2

） 
観

光
駐

車
場

等
の

適
正

な
運

用

　
①

経
路

案
内

看
板

の
再

整
備

　
②

W
E

B
に

よ
る

駐
車

場
案

内
充

実

　
③

各
駐

車
場

で
の

名
称

表
示

　
④

駐
車

場
内

で
の

観
光

案
内

看
板

の
見

直
し

　
⑤

駐
車

ス
ペ

ー
ス

の
表

示
等

　
⑥

駐
車

場
の

機
能

の
充

実

　
⑦

琴
櫻

・
赤

瓦
観

光
駐

車
場

の
廃

止
　

（
利

用
転

換
）

　
⑧

バ
ス

回
転

広
場

の
運

用
見

直
し

1
.1

)
 安

全
・安

心
・快

適
に

ゆ
っ

く
り

周
遊

滞
在

で
き

る
エ

リ
ア

形
成

　
①

観
光

散
策

ル
ー

ト
等

の
歩

行
空

間
整

備

　
②

観
光

駐
車

場
・
バ

ス
停

～
観

光
拠

点
間

の
歩

行
空

間
整

備

　
③

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

公
園

の
再

整
備

　
④

屋
外

ベ
ン

チ
の

追
加

整
備

　
⑤

公
衆

用
W

i-
F

iの
整

備

　
⑥

エ
リ

ア
２

０
等

の
導

入

利
用

者
の

方
か

らは
、

観
光

ガ
イド

の
説

明
が

特
に

好
評

旅
マ
エ
の
宿
泊
施
設
か
ら
旅
ナ
カ
の
周
遊
パ
ス
や
観
光
施

設
等
の
予
約
・
決
済
を
一
括
で
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

な
お
、
下
記
に
挙
げ
る
項
目
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
優
先
順
位
を
つ
け
な
が
ら
個
別
具
体
的
に
事
業
化
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

４
３

3
 地

域
関

係
者

の
連

携
に

よ
り

、
持

続
性

を
備

え
、

親
し

ま
れ

る
周

遊
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
つ

く
る

【
地

域
連

携
強

化
】

2
 観

光
客

が
利

用
し

た
く

な
る

周
遊

　
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
つ

く
る

【
魅

力
づ

く
り

】

1
 周

遊
滞

在
エ

リ
ア

全
体

で
の

観
光

周
遊

を
支

援
す

る
移

動
環

境
を

つ
く

る
【

交
通

体
系

づ
く

り
】

モ
ビ
リ
テ
ィ
向
上
の
方
向
性
と
施
策

【ル
ー

プ
バ

ス
導

入
の

方
向

性
】

・当
面

、
観

光
客

を
中

心
に

、
来

訪
者

の
多

い
土

日
祝

の
運

行
の

検
討

を
進

め
る

。
ま

た
、
使

用
す

る
車

両
の

大
き

さ
も

検
討

す
る

。

※
エ

リ
ア

2
0

と
は

・・
・エ

リ
ア

内
を

安
全

に
ゆ

っ
く

り
と

歩
い

て
周

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、
エ

リ
ア

内
へ

の
自

動
車

の
不

必
要

な
進

入
を

抑
制

す
る

と
と

も
に

、
で

き
る

だ
け

速
度

を
控

え
て

い
た

だ
く

（
最

高
速

度
２

０
キ

ロ
の

エ
リ

ア
と

す
る

な
ど

）よ
う

に
す

る
こ

と
を

示
す

計
画
書
 
p
,1
9
-2
6

計
画
書
 
p
,2
7
-3
0

計
画
書
 
p
,3
1
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倉吉市地域公共交通会議設置要綱 

 

（設置） 

第１条 道路運送法（昭和26年法律第183号）の規定に基づき、一般乗合旅客自動車運送、市営有償運

送及び公共交通空白地有償運送に関し、地域の需要に応じた住民の生活に必要なバス等の旅客輸送

の確保その他旅客の利便の増進を図り、地域の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項

を協議するため、倉吉市地域公共交通会議（以下「交通会議」という。）を設置する。 

（所掌事務） 

第２条 交通会議は、次に掲げる事項を協議する。 

(１) 地域の実情に応じた適切な乗合旅客運送の態様及び運賃、料金等に関する事項 

(２) 市営有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(３)  公共交通空白地有償運送の必要性及び旅客から収受する対価に関する事項 

(４)  公共交通空白地有償運送の合意の解除に関すること。 

(５) 交通会議の運営方法その他交通会議が必要と認める事項 

（組織） 

第３条 交通会議は、20人以内の委員をもって組織する。 

２ 委員は、次に掲げるもののうちから市長が委嘱し、又は任命する。 

(１) 市長又はその指名する職員 

(２) 一般乗合旅客自動車運送事業者その他の一般旅客自動車運送事業者及びその組織する団体の

推薦する職員 

(３) 市民又は利用者の代表 

(４) 中国運輸局鳥取運輸支局長又はその指名する職員 

(５) 一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者が組織する団体の推薦する者 

(６) 道路管理者 

(７) 鳥取県警察 

(８) 学識経験を有する者その他の交通会議の運営上必要と認められる者 

（任期） 

第４条 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠委員の任期は、その前任者の残任期間とする。 

２ 委員が委嘱され、又は任命された時の要件を欠くに至ったときは、当該委員は、解嘱され、又は

解任されるものとする。 

３ 委員は、再任されることができる。 

（会長及び副会長） 

第５条 交通会議に会長及び副会長各１人を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 会長は、会務を総理し、交通会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 交通会議の会議（以下「会議」という。）は、会長が招集し、会長が議長となる。 

２ 会議は、過半数の委員が出席しなければこれを開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長がこれを決するところによ

る。 
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４ 会議は、原則として公開とする。 

（書面決議） 

第７条 前条の規定にかかわらず、路線の廃止・撤退・新設及び住民生活への影響が大きい減便・経

路変更以外に関する議事のみに係る会議であって会長が招集する必要がないと認めるときは、委員

に書面による議事の決（以下「書面決議」という。）を求めることをもって会議に代えることがで

きる。 

２ 前項の規定により書面決議を求めたときは、会長はその後に招集される最初の会議において、こ

の結果を報告しなければならない。ただし、書面により事前に委員に結果を報告した場合は、この

限りではない。 

（協議結果の取扱い） 

第８条 交通会議を構成する団体等の関係者は、交通会議において協議が調った事項について、その

結果を尊重し､当該事項の誠実な実施に努めるものとする。 

（庶務） 

第９条 交通会議の庶務は、企画課において処理する。 

２ 企画課に市営有償運送及び公共交通空白地有償運送に係る相談、苦情等に関する窓口を置く。 

（委任） 

第10条 この要綱に定めるもののほか、交通会議の運営に関し必要な事項は、会長が交通会議に諮り

定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成20年6月10日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行後、最初の交通会議の招集は、倉吉市長が行う。 

３ この要綱の施行後、最初の委員の任期は、第３条第２項本文の規定にかかわらず、平成22年３月

25日までとする。 

附 則 

 この要綱は、平成23年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成24年10月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、平成 28年８月１日から施行する。 
附 則 

 この要綱は、平成 30年４月１日から施行する。 
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